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論文内容の要旨

本論文は，通信路特性に整合した画像のベクトル量子化に関する研究成果をまとめたものであり，以下の 7 章から

構成されている。

第 1 章は序論であり，本論文に関連する研究分野について述べ，本研究の背景と目的を明らかにしているo

第 2 章では，通信路誤りを考慮したベクトル量子化器の最適構成の提案を行っている。すなわち，情報源と通信路

双方の統計的性質を考慮してベクトル量子牝器を最適設計するための必要条件とその必要条件に基づいた局所最適設

計アルゴリズムを示し，シミュレーションによりその特性を明らかにしている。

第 3 章，第 4 章ならび、に第 5 章では，カラー画像を限られた色数で表現することによって少ないフレームメモリで

表示可能とすると共に，その画像を伝送速度の低い通信路で効率的に伝送するという応用面からの要求を満たすべく

開発した方式について述べている。

まず第 3 章では，カラー画像を限定された数の代表色で表現する手法として， 3 次元色空間のベクトル量子化器を

設計する問題について考察している o ここでは，色空間を多数の領域(部分空間)に分割し，これらの領域をボトム

アップ的に最適統合することによって量子化器を設計する方式と，最適統合を近似しうる高速な処理方式を提案し，

それぞれの特性の比較検討を行っている o

次に第 4 章では，限定された数の代表色で表現されたカラー画像(限定色画像)を通信路で段階的に伝送するため

の方式を提案している。提案方式では，限定色画像の代表色には全く手を加えず，代表色へのインデックス割り当て

を再構成する。その結果，限定色画像の段階的伝送として， ビットプレーン伝送を行うことによって表示できる色数

を段階的に増加させることを可能としている o

第 5 章では，第 4 章で述べた段階的伝送をより効率化すべく， ビットプレーン伝送にランレングス符号化を適用し

データ圧縮を実現している。更に，予測符号化として伝送済みの周辺画素ならびにビットプレーン問の相関を用いた

予測と予測結果のエントロビー符号化を導入し，より効率的なデータ圧縮が実現できることを示している。

第 6 章では，第 4 章で述べる限定色画像の段階的伝送を一般的な k次元ベクトル量子化画像に拡張すると共に，通

信路誤りのある通信路での伝送を考慮して一般化しているo 更に，ベクトル量子化器の代表ベクトルへのインデック

ス割り当てを再構成する際に，より最適に近い解を得るため大局的最適化手法の一つである確定的アニーリングを適

用してその特性を改善している。
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第 7 章は結論であり，本研究で得られた成果を総括している。

論文審査の結果の要旨

本論文は，画像のベクトル量子化に当って，情報源の統計的性質のみならず通信路の統計的性質をも考慮した方式

の開発に関する研究をまとめたものであり，主に以下のような成果をあげている。

(1)情報源と通信路の両者の総合した統計的性質に整合したベクトル量子化器の最適設計法の指針を示し，シミュレー

ションによりその特性を明らかにしている o

(2)カラー画像を限定された数の代表色で表現する限定色画像の生成に基づいて量子化器を設計する手法を考案して

いる。

(3)限定色画像の段階的符号化・伝送の実現方法を提案している o

(4)ベクトル量子化画像の段階的伝送方式に関して，ベクトル量子化器の最適性を犠牲にせず，通信路誤りのある通

信路での伝送を可能にする新しい方式を考案している。

以上のように本論文は，通信路特性に整合した画像のベクトル量子化器の最適構成と通信路の伝送速度が低い場合

の段階的伝送の実現方式を中心とした画像伝送分野に関する多くの知見を得ており，通信工学の発展に寄与するとこ

ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo

円
。




